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1.はじめに

近年､第二言語としての日本語(JapaneseasaSecondLanguage:JSL)を学ぶ子どもが急

激に増加 している｡その結果､学校現場ではコミュニケーションの手段である日本語がで

きず､文化的背景も異なる児童生徒の就学という事態に直面することとなった｡

外国人児童生徒における教科教育の研究報告は､教科書教材の語嚢および文型など､文

献に関するものが多い｡このような研究の意義は大きいが､同時に外国人児童生徒の日本

語力に関する実態調査も必要である｡実際に外国人児童生徒にとってどのような語嚢や構

文の理解が困難で､日本人児童生徒とどのような違いがあるかなどを分析することによっ

て､より高度な教育支援が可能となる｡

学年により難易度は異なるが､教科に関しては社会科の難易度が高いという指摘が多い｡

白鳥他(2000:p.136)では｢社会科は国語科とならんで､小学校の教科書の中で最も難易度

が高いと思われる｣と指摘されている｡工藤他(1999:p.107)では高学年の社会科教科書を

｢児童が小学校での教育を受ける中でもっとも難易度の高いと思われる語が含まれる文章｣

として扱っている｡松井･早野(2006:p.70)では､宮崎県での調査から社会科と国語科が

不得意な教科となっている実態を報告している｡筆者たちは､特に難易度が高いと思われ

る高学年の社会科教科書を用いて日本語理解度調査を外国人児童および日本人児童､また

外国人留学生に対 して実施 した｡本研究では､その調査をもとに各集団の日本語力(語嚢

力)を比較しながらその特徴を分析する｡

2.調査概要

調査は平成 19年 5月から7月にかけて栃木県真岡市にある真岡小学校･真岡西小学校･

真岡東小学校に在籍する外国人児童 ･日本人児童､および宮崎県 ･鹿児島県在住の留学生

(大学生 ･大学院生)に対して行った｡外国人児童には､日本生まれで日本育ちの話者も含

まれている.その話者をFJB(ForeignersofJapaneseBirth)児童と表現することにする｡その

児童たちには､日本生まれであっても保護者の母語を第一言語として習得している可能性

がある児童も含まれている｡調査対象者はJSL児童 18人､FJB児童 21人､日本人児童 40

人(5年生20人､6年生20人)､外国人留学生29人(漢字圏21人､非漢字圏8人)の計 108

人である｡

JSL児童の母語はポル トガル語 9人､スペイン語8人､タイ語 1人で､すべて非漢字圏の

話者である｡在日期間は6ケ月～ 12年 1ケ月までと幅広く､平均で4年 3.8ケ月である｡FJB

児童の保護者の母語はポル トガル語 9人､スペイン語8人､タガログ語 3人､ベ トナム語

1人である｡さらに家庭で保護者の母語を使用することがある FJB児童は 21人のうち 12
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人である｡留学生の日本語学習期間は漢字圏2年 11.1ケ月､非漢字圏5年 1.1ケ月である｡

調査項目には真岡市が社会科教科書として使用している 『新編新 しい社会5下』(東京

書籍 平成 18年度版)の日本の風土と大きく関係 した単元｢わたしたちの国土と環境｣の｢さ

まざまな自然とくらし｣(p.30-47)を使用した｡ 5年生の教材を使用 したのは､真岡西小日

本語指導担当教員の意見による他1)｡調査時において､5年生はこの単元を学習しておら

ず､6年生は学習済みである｡調査は語嚢調査と文章調査の2種類を行ったが､本稿では

語嚢調査のみを扱 う｡語嚢調査は教科書 p.40-41,p.46-47に使われている語嚢､および他

の頁で使用されている外来語 6項目を追加 した213項目(語棄)を抽出して､わからない語

嚢にチェックをつけてもらった(江2)0

3.語桑の理解度

図 1-図5は語棄調査の結果をまとめたものである｡縦軸は｢わからない｣と回答した話

者の比率であり､語嚢の不理解度を示している｡100%の位置にある語嚢は理解者がひと

りもいない難易度が高い語桑である｡0%の位置にある語嚢は､すべての話者が理解 して

いる難易度の低い語嚢である｡

JSL児童の 60%以上が理解できなかった語嚢は｢気象庁/研修会/にっこうきすげ/国

土/日本三景/平均/月別/尾瀬ヶ原/機械整備/地形/海峡/伝統的な/路面/設備/

高山植物/快適な/同ふ うする/表示/農業/周辺/民家/月別平均気温/世界遺産/厳

島神社/フェア/貴重な｣の 26語(項目)である｡60%以上の FJB児童が理解できなかっ

た語秦は｢にっこうきすげ/気象庁/尾瀬ヶ原/海峡/日本三景/国土/厳島神社｣の7語

であり､日本人児童では｢にっこうきすげ/日本三景/尾瀬ヶ原/厳島神社(6年生のみ)｣の

4語だけである｡

60%以上の児童が理解できていない語嚢は､ほぼ児童たちが日常生活では使用しない

語秦である(江｡)｡ただし､日本人児童の場合｢にっこうきすげ/日本三景/尾瀬ヶ原/厳島

神社｣のような地理(特定分野)に関係 した専門性の強い語嚢だけなのに対して､JSL児童

の場合｢平均/月別/地形/路面/表示/農業/周辺/快適な/伝統的な｣などの一般的な

文章で使用される語嚢が多く含まれていることが特徴的である｡｢路面/月別｣などは日本

人でも約20%が不理解であるが､JSL児童とは大きな差がある｡

60%以上の JSL児童が理解できない語で､国立国語研究所編(1984a)における｢基本語

二千｣に含まれている語は ｢平均/整備/農業｣ の3語だけである｡また工藤(1999)にお

ける｢基本語A｣(6種類の資料から3種類以上に共通している語)に含まれている語は｢農

業｣だけである(江｡).基本語だけでは対応できない実状がここにある. 日本人の場合､専門

性の高い語嚢を学習すればよいのだが､JSL児童の場合､多くの文章語も同時に学習しな

くてはならない｡このことが教科教育を困難にしている大きな要因と考えられる｡

工藤他(1999)では生活語嚢としての側面が強い2410語(-96基本語嚢)と小学校高学年の

社会科語柔の共通項について報告している｡■96基本語嚢と社会科教科書の共通項は 29.7

%であり､約 70%の語嚢が-96基本語嚢ではカバーできていない｡資料の共通項からみて

も､高学年の社会科には生活語レベルの語嚢力では対応できないことがわかる｡

FJB児童のグラフ(図2)はJSL児童(図1)と日本人児童(図3･4)の中間に位置してい

る｡すべての話者が理解できている語嚢は少なく JSL児童に近いが､80%以上が理解し
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圃4 日本人6年生
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圃 5 留学生の詩集習得 図6 外国人児童の語曇習得モデル

(※ゴシック体太字は漢字■曹畢生)

図7 不理解詩集の共通項 (20%以上)
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ている語秦は日本人児童に近い｡語嚢習得に在日期間だけでは説明できない要素があるこ

とがわかる｡頂点(もっとも語乗数の多い値)がJSL児童全体 11.S%､FJB児童 9.1%､日

本人児童0%と､日本語力に比例して値が下がっている｡外国人児童の在 日期間で区画し

た場合､2年以内(5人)の頂点が不理解者数 40.0%､3年以内(9人)が 22.2%である｡

外国人児童の詩集習得モデルを表すと図6のようになる｡

留学生(図5)は FJB 児童と日本人児童の中間に位置している｡留学生は､日本で生れ

育ったFJB児童よりも理解語が多く､日本人児童よりは少ない｡非漢字圏の留学生でもFJB

児童より理解語が多いことから､第一言語(母語)能力が第二言語(日本語)習得に及ぼす影

響の大きさがわかる｡第一言語で学習した内容が第二言語に移行(transfer)しているもの

と考えられる｡留学生の日本語学習歴は漢字圏2年 11.1ケ月､非漢字圏 5年 1.1ケ月であ

る｡漢字圏留学生の方が日本語学習歴は浅いが理解語は多い｡今回用いた調査項目には中

国語と同じ表記のものも多く(発音は異なる)､漢字圏留学生は語嚢習得に非常に有利であ

ることがグラフには表れている｡

4.不理解詩集の共通項

難易度が高い語嚢のほとんどは体言であり､今回は体言の共通項を抽出してみる｡図7

は 20%以上不理解者がいる体言の共通項である｡①から⑤までの分類は基本的に国立国

語研究所編(2004)の分類に従った(注5)0①は抽象的関係､②は人間活動 ｢主体｣､③は人間

活動 ｢精神および行為｣､(彰生産物および用具､⑤自然物および自然現象､⑥国立国語研

究所編(2004)にない複合名詞である｡

JSL児童の不理解語嚢は他のすべての不理解語嚢を含んでおり､FJB児童の不理解語嚢

は日本人児童の不理解語秦をすべて含んでいる｡ 日本人 5･6年生の共通項はすべての属

性における不理解語嚢であり｢路面/厳島神社/尾瀬ヶ原/気象庁/北国/フェア/研修

会/電子メール/海峡/にっこうきすげ/国土/アウトドアスポーツ/高山植物/日本三

景｣の 14語で､専門性が強い語柔である.専門性の強し.､語嚢は､日本人でもある程度の不

理解者がいる｡日本人児童は理解しているが､FJB児童は不理解である語嚢が 13語で｢季

節/真冬/周辺/時代/神社/行事/冷とう/校舎/交差点/たい(鍋)｣など､家庭での

会話で使われると思われる語嚢が多く含まれる｡ここから､FJB児童と日本人児童の語棄

理解の差は家庭での言語生活が大きな要因であると考えられる｡

漢字圏留学生は FJB児童にパターンが似ているが､JSL児童でも理解できている｢フェ

スタ/フェスティバル/スケー ト｣などのカタカナ表記の外来語が理解できていない点が

特徴的である｡

5.詩集の難易度と基本語桑の相関関係

工藤(1999)では6種類の資料に共通する語から3種類の資料に共通する語までの調査結

果が提示されている｡その結果を利用して､資料における共通項と語嚢の難易度(図 1-

図4の縦軸)との相関関係を分析 してみる｡ 6種類の資料に共通する語を1点､5種類の

資料に共通する語を2点､4種類の資料に共通する語を3点､3種類の資料に共通する語

4点､上記以外の語を5点とする｡この数値と今回の語嚢調査で得られた難易度の相関(単

相関係数)を求めると表 1のようになる｡
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表 1 基本語集と詩集難易度の相関係数

JSL児童 FJB児童 5 年 生 6 年 生

… はpく.01

点数化の方法から､係数が正であれば共通する資料が少ないほど難易度が高いことにな

り､負であれば逆になる｡表 1ではすべて正なので､共通する資料が少ない語ほど児童に

とって難易度が高い関係にあることがわかる｡JSL児童の値がもっとも高く､日本人の値

が低い｡ 日本人の場合 5 ･6年生になると基本語は既にほぼ身に付いているために相関係

数が低くなる｡基本語を身につけている段階の JSL児童の場合､値が.52Sでかなりの相

関が認められ､FJB児童では.451と少し数値が下がるが､やはりかなりの相関が認められ

る｡今回の調査から､資料の共通項により基本的な要素を認定することは有効であると考

えられる｡ただし､高い相関が認められる程度には達しておらず､説明できていない要素

も大きい｡児童にとっての語嚢の難易度にはさまざまな要因が関係 している｡

6.語柔の習得と母語使用

母語の使用が日本語の語嚢習得にどのように影響しているのかを分析 してみる｡一日に

母語(保護者の母語を含む)を使用する時間と､今回の語嚢調査で得られた結果との単相関

係数を求めるとJSL児童.625糾､FJB児童.374(榊は p〈.01)となる｡JSL児童の場合､かな

りの相関が認められ､母語使用時間が長ければ長いほど不理解語が多いということになる｡

日本語を習得していなければ､使用するのは母語だけなので､母語使用時間が長い話者ほ

ど日本語習得率が低いのは当然の結果ともいえる｡また､在日期間の長い話者は､家庭で

も母語ではなく日本語を使用することが多くなる傾向にある｡

FJB児童においても母語使用時間と低い相関がある(pく.10)｡家庭で日本語 しか使用しな

い FJB児童の不理解語数の平均は 20.7語であるのに対して､母語を使用するFJB児童の

不理解語数の平均は 46.0語である｡ 日本語 しか使用しない児童と母語を使用している児

童とでは倍以上の違いがある｡これは二言語併用が問題なのではなく､家庭環境に要因が

あると考えられる｡在 日期間では説明できない大きな要素がこの家庭環境である｡家庭で

母語を使用する場合､母語教育のことを考えて母語を使用している例は少なく､保護者が

日本語ができないために母語を使用している場合が多い｡母語の使用ではなく母語の学習

時間と不理解語数の単相関係数を求めると-.10であり相関関係は認められない｡つまり､

家庭で母語を使用する状況では､日本語､母語ともに教育する環境が整っていないことが

考えられる｡家庭で母語しか使わない児童には､日本のテレビ放送を見ずに母国の放送(イ

ンターネット)しか見ない話者も多く､日本の社会に溶け込もうとする意識も希薄になり

やすい｡また､保護者の労働条件が良くない場合も多く､保護者自らが日本語を学習する

ことができないだけでなく､子どもの教育にも手が回らないことが多い｡そのような場合､

児童たちはセミリンガルになる危険性がある(江6)0

7.おわりに

今回､JSL児童の教科学習を困難にしている大きな要因に文章語があり､さらに困難に

している要因に専門語がある状況が確認できた｡また､FJB児童の実態が一部明らかとな
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った｡従来は､日本生れの日本育ちであるがゆえに､特別な教育支援は必要ないと考えら

れがちなFJB児童であるが､JSL児童同様の支援が必要な場合がある｡母語である程度の

概念形成をしてきたJSL児童よりも深刻な状況に面しているFJB児童も確認できた｡

【注】

1)真岡西小学校の日本語指導担当教員4人に､もっとも困難を伴う学年と教科を確瓢したところ､高学年の

社会科という回答が得られた｡授業についてこられない児童が急激に増加するとのことである｡

2)詩集の区切り方であるが､国立国語研究所編(1984b)の W 単位を基本としたが､動詞I胡わ動詞等を含めた

｢注意しよう｣｢努力している｣｢伝わってくる｣｢お答えする｣などを1単位として扱った｡また､形容動詞は ｢～

な｣の形で提示した｡外来語数が少なかったため､他のページに記載されていた外来語6項目｢ネットワー

ク/クリーン/アウトドアスポーツ/アイデア/ェコツアー/フェア｣を加えた｡

3)早野(2搬 )では､文字言語に基づいた国語科の学力が日常的コミュニケーション能力と結びつきにくいこ

とを論じている｡生活語が教科教育の学力と結びつきにくし例 といえる｡

4)その語形では含まれていないが､｢日本三景｣｢世界遺産｣｢機腑整備｣の要素(形態素レベル,)であるr日本｣｢世
界Jr機披 jなどは工藤(1999)で6種類の資料に共通している｡

5)次の語は分類語粂表に記載がなかったが､類似する用例から筆者が分類を行った｡｢登下挽/10km/1週

間/ベスト100/1995年/ 13カ所/良さ｣は臥 ｢1細/群馬県/福井県/岐阜県/広島県/徳島県/餐

媛県/尾瀬ヶ鳳働 朝出 は②､r大切さ｣は(臥

6)今回調査した FJB児童は 21人であり､セミリンガルと思われる児童が数名含まれていた｡偶然である可

能性もあるが､佐藤和之(真岡西/Jl)の話では､日本人の数倍の割合で特別支援が必要なFJB児童がいるとの

ことである｡就学している児童でも､このような状態なのであるから､不就学の児童を考慮すると､現在の

日本はセミリンガ/り括者を生じさせる勉酸性が高いといえる｡
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